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第
十
七
節
第
五
高
等
中
学
校
と
医
学
部
第
十
七
節
第
五
高
等
中
学
校
と
医
学
部
　
第
五
高
等
中
学
校
は
創
業
の
際
、
遠
大
な
抱
負
で
予
科
第
三
級
に
入
学
し
た
二
十
四
名
と
六
十
一
名
の
仮
入
学
者
中
、
学
業
に
努
力
を
続
け
、
首
尾
よ
く
業
を
了
え
た
一
部
法
科
生
四
名
、
同
文
科
生
二
名
、
二
部
工
科
生
五
名
、
同
理
科
生
三
名
、
合
計
十
四
名
の
人
々
に
対
す
る
晴
れ
の
第
一
回
卒
業
式
を
行
な
っ
た
。
そ
れ
は
明
治
二
十
五
年
七
月
十
日
、
午
前
九
時
か
ら
、
雨
天
体
操
場
を
式
場
と
し
て
挙
行
さ
れ
た
。
僅
か
十
四
名
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
際
、
職
員
生
徒
及
び
本
館
玄
関
事
務
室
の
入
口
に
は
国
旗
を
掲
げ
、
午
前
九
時
十
分
、
職
員
生
徒
及
び
知
事
・
師
団
長
・
貴
衆
両
議
員
・
県
会
常
置
委
員
・
諸
官
衙
・
学
校
そ
の
他
の
来
賓
一
同
着
席
後
、
直
ち
に
校
長
嘉
納
治
五
郎
は
学
事
の
情
況
を
報
じ
た
後
、
順
次
卒
業
証
書
を
授
与
し
、
次
ぎ
に
告
示
を
与
え
、
終
っ
て
卒
業
生
総
代
武
藤
虎
太
の
答
辞
、
教
員
総
代
桜
井
房
記
の
演
述
、
医
学
部
主
事
吉
田
健
康
、
生
徒
総
代
甲
斐
一
之
、
松
平
熊
本
県
知
事
、
茨
木
陸
軍
少
将
の
諸
氏
の
祝
辞
、
朗
読
が
あ
り
、
次
に
元
本
校
教
諭
福
井
彦
次
郎
の
演
説
を
最
後
に
式
を
了
っ
た
。
こ
こ
に
吉
田
健
康
の
卒
業
式
の
祝
辞
を
示
そ
う
。
　
　
　
医
学
部
主
事
祝
詞
　
本
日
第
五
高
等
中
学
校
本
科
諸
子
ハ
定
期
ノ
試
験
ヲ
経
テ
、
薮
二
卒
業
　
証
書
ヲ
授
与
セ
ラ
レ
タ
リ
。
不
肖
健
康
、
職
ヲ
医
学
部
主
事
二
承
ク
ル
　
ヲ
以
テ
、
卒
業
生
諸
子
ノ
タ
メ
、
一
言
以
テ
祝
セ
ザ
ル
ヲ
得
ザ
ル
ナ
リ
。
　
第
五
高
等
中
学
校
ハ
明
治
十
九
年
勅
令
第
十
五
号
二
基
キ
、
設
置
セ
ラ
　
レ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
卒
業
生
諸
子
ハ
本
校
創
立
ヨ
リ
今
日
二
至
ル
幾
　
多
ノ
星
霜
ヲ
経
テ
、
其
学
ブ
所
、
智
徳
修
養
ノ
完
成
ヲ
期
シ
、
今
ヤ
諸
　
子
ハ
多
年
勤
学
ノ
効
空
シ
カ
ラ
ズ
シ
テ
、
此
卒
業
証
書
ヲ
受
ケ
ラ
ル
・
　
二
至
リ
シ
ハ
、
実
二
諸
子
ノ
名
誉
大
ナ
リ
ト
謂
ツ
ベ
シ
。
又
諸
子
ノ
今
　
日
マ
デ
学
ビ
来
ル
所
ノ
能
力
ハ
即
チ
国
家
ノ
光
華
ナ
リ
。
然
リ
而
テ
、
　
諸
子
ハ
之
ヨ
リ
益
ス
進
ン
デ
大
学
二
入
リ
益
ス
学
理
ノ
落
奥
ヲ
極
メ
テ
　
以
テ
其
実
ヲ
結
ピ
、
大
二
国
家
有
力
ノ
士
ト
ナ
リ
、
其
尽
ス
処
ナ
カ
ル
　
ベ
カ
ラ
ズ
。
故
二
諸
子
ノ
前
途
尚
遼
遠
ニ
シ
テ
、
叉
諸
子
ノ
責
任
ノ
大
　
ナ
ル
コ
ト
ハ
諸
子
自
ラ
信
ズ
ル
所
ナ
ラ
ン
。
諸
子
猶
百
折
不
焼
ノ
精
神
　
ヲ
滴
養
シ
、
倍
ス
進
ン
デ
已
マ
ズ
、
益
ス
健
康
ニ
シ
テ
、
益
ス
勉
励
シ
、
　
益
ス
気
節
ヲ
尚
ビ
、
益
ス
徳
義
ヲ
重
ジ
、
以
テ
国
家
ノ
隆
盛
ト
福
祉
ト
一608一
　
ヲ
将
来
二
期
シ
、
其
自
ラ
信
ズ
ル
処
ノ
モ
ノ
ニ
負
カ
ザ
ラ
ソ
コ
ト
ヲ
希
　
望
二
堪
ザ
ル
所
ナ
リ
。
　
柳
ヵ
所
思
ヲ
陳
テ
、
祝
詞
二
代
フ
ト
云
爾
。
　
　
　
明
治
二
十
五
年
七
月
十
日
　
　
　
　
第
五
高
等
中
学
校
教
授
医
学
部
主
事
　
吉
　
田
　
健
　
康
　
九
月
に
入
っ
て
、
第
五
高
等
中
学
校
の
授
業
料
規
程
を
更
正
し
、
全
額
拾
五
円
を
三
学
期
に
分
納
さ
せ
る
こ
と
と
し
、
こ
れ
に
医
学
部
進
級
及
び
卒
業
試
問
規
程
を
加
え
、
従
来
の
医
学
部
規
則
を
廃
し
て
、
第
五
高
等
中
学
校
及
び
医
学
部
の
諸
規
定
を
統
一
し
た
。
　
な
お
、
九
月
頃
の
長
崎
病
院
の
外
来
新
患
者
数
は
平
均
一
目
四
十
余
人
で
、
中
で
も
内
科
外
科
・
は
そ
の
大
多
数
を
占
め
て
い
た
。
そ
し
て
外
科
診
療
所
で
は
三
人
の
プ
ソ
リ
ア
ジ
ス
を
診
療
し
た
と
云
う
。
　
ざ
て
、
帝
国
大
学
名
誉
教
授
エ
ル
ウ
ィ
ン
・
ベ
ル
ツ
は
ド
イ
ツ
に
一
ケ
年
間
、
帰
国
の
途
次
、
九
月
十
一
目
に
長
崎
に
来
遊
し
た
が
、
東
京
に
お
い
て
教
育
を
受
け
た
医
学
部
教
授
た
ち
は
迎
陽
亭
に
参
集
し
、
送
別
会
を
開
い
た
。
ベ
ル
ツ
は
こ
の
時
、
目
本
医
学
の
前
途
の
多
望
を
祝
し
て
い
る
が
、
翌
年
、
ア
メ
リ
カ
の
シ
カ
ゴ
で
開
催
さ
れ
る
博
覧
会
を
見
物
し
て
帰
朝
す
る
予
定
で
あ
っ
た
。
　
　
　
第
六
章
　
第
五
高
等
中
学
校
医
学
部
　
十
月
に
入
り
、
第
五
高
等
中
学
校
記
念
目
を
十
月
十
日
、
医
学
部
記
念
日
を
四
月
十
目
と
定
め
た
。
　
ベ
ル
リ
ン
大
学
眼
科
学
教
授
シ
ル
シ
ュ
ベ
ル
グ
博
士
（
眼
腫
瘍
に
関
す
る
報
告
や
硝
子
体
中
の
異
物
の
電
気
磁
石
に
よ
る
除
去
法
の
発
明
な
ど
の
業
績
が
あ
り
、
グ
レ
ー
フ
ェ
の
門
人
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
）
は
ア
メ
リ
カ
訪
問
の
帰
途
、
九
月
十
三
日
、
横
浜
に
入
港
、
数
目
間
、
滞
京
し
た
後
、
横
浜
を
解
撹
し
た
ド
イ
ッ
船
ニ
ル
ベ
ル
グ
号
に
搭
乗
し
、
十
月
十
一
目
、
長
崎
に
入
港
、
翌
十
二
日
、
長
崎
病
院
を
視
察
し
た
が
、
種
々
談
話
の
後
、
各
診
療
所
、
病
室
等
を
廻
覧
し
た
。
　
十
月
二
十
六
目
、
本
学
部
生
徒
は
修
学
旅
行
に
出
発
し
た
。
栗
本
東
明
、
高
畑
挺
三
、
高
山
尚
平
、
東
次
郎
、
野
村
精
一
、
鈴
木
　
　
　
　
　
マ
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ヤ
貞
政
、
一
瀬
猪
三
郎
、
関
屋
十
八
、
伊
藤
禎
次
郎
、
三
輪
与
一
、
小
柳
某
氏
等
、
教
職
員
の
引
率
に
よ
り
総
員
百
七
十
二
名
、
一
中
隊
を
編
成
し
た
の
で
あ
る
が
、
出
発
に
当
り
、
大
谷
周
庵
は
修
学
旅
行
上
の
注
意
を
与
え
、
終
っ
て
修
学
旅
行
の
軍
歌
を
唱
い
、
次
に
天
皇
陛
下
の
萬
歳
と
医
学
部
の
萬
歳
を
三
唱
し
、
ラ
ッ
パ
を
携
え
て
校
門
を
出
、
出
島
の
波
止
場
よ
り
筑
後
川
丸
に
搭
乗
し
、
長
一σ09一
　
　
　
　
第
十
七
節
　
　
第
五
高
等
中
学
校
と
医
学
部
崎
港
を
出
帆
、
翌
二
十
七
日
、
三
角
港
に
上
陸
し
た
。
こ
の
港
で
ば
第
五
高
等
中
学
校
区
域
協
議
会
に
出
席
中
の
主
事
吉
田
健
康
が
出
迎
え
、
吉
田
健
康
は
一
場
の
告
諭
を
与
え
た
。
こ
の
日
、
三
角
港
を
発
し
、
八
代
内
海
を
経
て
鹿
児
島
湾
に
入
り
、
夜
、
鹿
児
島
港
に
入
っ
た
。
鹿
児
島
在
の
卒
業
生
の
出
迎
え
を
受
け
て
波
止
場
一
に
上
陸
し
、
第
一
、
第
二
小
隊
は
山
下
町
郷
田
方
に
、
第
三
小
隊
は
朝
日
通
り
富
山
方
に
分
宿
し
た
。
二
十
八
日
、
鹿
児
島
高
等
中
学
校
造
士
館
に
至
り
、
明
治
十
年
の
西
南
の
役
の
戦
跡
を
見
学
後
、
城
山
の
西
郷
南
洲
の
遺
跡
及
び
浄
光
明
寺
の
南
洲
等
の
墓
碑
を
廻
り
、
鹿
児
島
病
院
を
視
察
し
た
。
そ
の
夜
、
琵
琶
会
の
催
が
あ
り
、
二
十
九
日
、
汽
船
那
覇
号
に
搭
乗
し
て
浜
の
市
に
向
い
、
上
陸
後
、
葛
坂
を
経
て
霧
島
宿
に
到
っ
た
。
三
十
日
、
霧
島
神
社
に
参
詣
後
、
噴
火
口
に
至
り
、
天
茅
鉾
を
見
学
、
温
泉
に
浴
し
た
後
、
梵
字
名
、
仙
人
爆
を
訪
ね
た
。
三
十
一
日
、
霧
島
を
発
し
た
が
、
こ
の
両
日
、
霧
島
の
噴
火
の
様
子
は
誠
に
凄
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
一
隊
は
宮
内
村
の
鹿
児
島
神
社
参
詣
後
、
加
治
木
に
入
り
、
そ
れ
よ
り
汽
船
那
覇
号
に
搭
乗
し
、
鹿
児
島
に
至
っ
た
。
十
一
月
一
日
、
桜
島
に
赴
き
、
．
柳
花
亭
に
慰
労
会
の
催
が
あ
り
、
再
び
薩
摩
琵
琶
を
聞
き
、
木
曽
川
丸
に
搭
乗
し
て
同
港
を
発
し
、
翌
二
日
、
長
崎
に
入
港
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
病
院
そ
の
他
の
事
務
に
よ
っ
て
一
行
に
加
わ
ら
な
か
っ
た
職
員
等
は
一
行
を
出
迎
え
た
。
一
行
は
出
島
波
止
場
に
上
陸
し
、
午
前
十
一
時
、
医
学
部
に
帰
著
し
た
が
、
そ
こ
で
、
吉
田
主
事
の
演
説
が
あ
り
、
二
十
分
後
に
全
員
の
無
事
を
祝
し
て
解
散
し
た
。
本
学
部
で
は
、
し
ば
し
ば
薩
摩
地
方
に
修
学
旅
行
を
試
み
、
明
治
三
十
一
年
二
月
末
か
ら
三
月
上
旬
に
か
け
て
行
っ
た
際
に
は
、
鹿
児
島
県
伊
佐
郡
東
太
良
村
附
近
に
お
い
て
発
火
演
習
を
な
し
、
仮
設
敵
と
本
軍
と
に
分
っ
て
猛
烈
な
戦
闘
を
行
っ
た
。
当
時
の
淡
煙
漢
史
の
「
薩
山
肥
水
」
　
（
研
藩
会
雑
誌
、
二
十
六
号
所
収
）
よ
り
文
を
抄
録
す
る
と
コ
一
月
廿
八
日
…
…
砲
声
股
々
と
し
て
山
岳
を
震
ハ
し
将
に
突
貫
を
為
さ
ん
と
す
る
に
及
ん
て
戦
闘
中
止
の
劇
夙
朗
々
と
し
て
響
き
両
軍
各
々
兵
を
収
む
…
…
」
な
ど
の
記
述
が
あ
り
、
軍
国
主
義
的
兵
式
体
操
の
一
端
を
覗
え
る
。
　
明
治
二
十
五
年
十
月
三
十
一
日
調
査
の
第
五
高
等
中
学
医
学
部
の
職
員
は
「
第
五
高
箒
学
校
一
覧
翻
響
轟
」
第
＋
五
章
に
見
え
る
の
で
、
そ
れ
よ
り
抄
録
し
て
次
に
掲
げ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
学
校
長
　
文
学
士
　
　
嘉
納
治
五
郎
　
兵
庫
一610＿
医
学
部
主
事
教
　
授
（
内
科
学
、
内
科
臨
床
実
習
）
，
（
内
科
学
、
内
科
臨
床
実
習
）
（
外
科
学
「
堺
科
臨
床
実
習
）
（
麟
罫
病
理
腐
科
）
（
制
欝
虎
翻
病
塁
）
　　　　　　　　　　医
医　　医　　　医　　学　　等陸
学　　学　　　学　　博　　軍軍
士　　　士　　　士　　　士　　医一
（
驚
騨
能
鯉
翻
人
科
学
）
医
宝
（
眼
科
学
、
眼
科
臨
床
実
習
）
　
　
医
学
士
（
生
理
学
、
組
織
学
、
衛
生
学
）
　
医
学
士
（
裁
判
医
学
、
組
織
学
、
解
剖
学
）
医
学
士
（
欄
罫
糊
群
薬
局
）
薬
学
士
　
　
第
六
章
吉
田
　
健
康
吉
田
　
健
康
医
学
部
在
勤
大
谷
　
周
庵
同田
代
　
　
正
医
学
部
在
勤
栗
本
　
東
明
同高
畑
　
挺
三
同高
山
　
尚
平
医
学
部
在
勤
牧
田
　
安
蔵
同久
保
　
成
治
同小
山
　
龍
徳
同池
口
　
慶
三
　
　
　
　
　
医
学
部
在
勤
第
五
高
等
中
学
校
医
学
部
兵熊奈京岡愛山福墓福福庫本良都山媛形井尽井井
　
　
　
　
　
　
　
　
助
教
授
（
組
織
学
、
解
剖
学
）
　
　
　
　
　
　
　
　
東
　
　
次
郎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
医
学
部
在
勤
（
化
学
、
製
薬
学
、
調
薬
学
、
調
剤
学
、
磯
物
学
）
森
永
　
伊
吉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
（
物
理
学
、
動
物
学
、
兼
教
務
掛
書
器
専
担
）
高
屋
　
賀
祐
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
（
体
操
兼
舎
監
事
務
取
扱
）
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
貞
政
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
医
学
部
在
勤
（
体
操
兼
舎
監
事
務
取
扱
）
　
　
　
勲
八
等
　
関
屋
　
十
八
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
　
　
　
　
　
　
　
舎
　
監
　
　
　
　
　
　
　
　
書
　
記
（
教
務
掛
兼
庶
務
掛
舎
監
事
務
取
扱
）
（
会
計
掛
）
　
　
　
　
　
　
　
会
計
主
務
官
（
庶
務
掛
）
　
　
　
資
金
部
物
品
会
計
官
吏
　
　
　
　
　
　
　
　
嘱
托
員
（
英
　
語
）
（
病
理
解
剖
助
手
）
野
村
　
精
一
医
学
部
在
勤
野
村
　
俊
輔
医
学
部
在
勤
高
畠
　
市
郎
同池
辺
栄
次
郎
医
学
部
在
勤
川
添
　
正
道
医
学
部
在
勤
宮東京佐兵崎京都賀庫長長福山石崎崎井口川
一611一
第
十
七
節
　
　
第
五
高
等
中
学
校
と
医
学
部
（
生
理
助
手
）
（
化
学
助
手
）
（
寄
宿
舎
衛
生
事
務
取
扱
兼
薬
学
助
手
）
（
教
務
掛
）
雇
　
員
中
野
　
光
蔵
福
岡
同
一
ノ
瀬
雄
三
郎
　
長
崎
同伊
藤
禎
次
郎
　
長
崎
同京
　
　
直
温
　
長
崎
医
学
部
在
勤
　
（
庶
務
掛
兼
教
務
掛
）
　
　
　
　
　
　
　
　
三
輪
　
与
一
　
長
崎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
医
学
部
在
勤
　
（
会
計
掛
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
　
広
次
　
大
阪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
医
学
部
在
勤
「
第
五
高
箒
学
埜
覧
醐
響
轟
」
覧
え
る
第
五
高
等
中
学
校
医
学
部
薬
学
科
の
課
程
を
次
に
示
そ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ヤ
第
五
高
等
中
学
校
医
学
科
薬
学
部
課
程
表
学
　
　
科
英
　
　
語
動
植
物
学
磧
物
学
物
理
学
化
　
　
学
分
　
　
析
生
薬
学
製
薬
学
戸＼
理顕記定同理理薬薬翻講
魏轟論擢用　程
婆灘実罫度
習法習用　習論実学訳義
　　　　　　習
　　　　　　　　　　学学
　　　　　　　　　　期年
二IF
第
　
　
二
　
　
年
第
　
　
三
　
　
年
第
一
期
第
二
期
　
三
　
　
　
三
　
三
　
三
　
　
　
三
　
三
　
六
　
　
　
六
　
四
　
　
　
四
三六四三
第
一
期
第
二
期
第
三
期
　
第
一
期
第
二
期
第
三
期
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
了
三三　四　六六
三九七三
六　七　九
一
〇
　
　
一
〇
　
　
一
〇
一
〇
　
　
一
〇
　
　
一
〇
一612一
調
剤
学
　
理
論
実
習
　
　
　
　
六
　
六
　
　
五
　
五
　
五
　
　
六
　
六
　
六
　
　
　
　
　
　
解
釈
、
常
蔵
薬
、
毒
薬
、
薬
局
方
　
　
劇
藻
・
極
量
・
暗
記
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
　
　
四
　
　
四
体
　
操
　
兵
式
体
操
　
　
　
三
　
三
　
三
　
　
三
　
三
　
三
、
合
計
二
五
二
五
二
八
三
〇
三
〇
三
〇
三
〇
三
〇
三
〇
「
第
五
專
睾
竺
覧
翻
響
擁
」
覧
え
る
薬
学
科
の
課
霞
次
の
響
で
、
前
年
と
些
か
異
る
と
こ
ろ
墓
る
．
　
薬
学
科
学
科
課
程
表
　
　
　
　
　
　
　
　
　
時
間
　
　
第
一
年
　
第
二
年
　
第
三
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
チ
　
　
　
　
モ
　
　
　
　
　
ヨ
し
モ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
期
　
三
期
　
一
期
　
二
期
　
三
期
　
一
期
　
二
期
　
三
期
調化物鉱植　動
　　　　　　　課
剤　 理物物物
薬
用
植
物
学
薬
用
植
物
学
実
習
顕
微
鏡
用
法
同同実同定定実講同講講
　　　　量性　　　義
　　　実講　　　 実
上上習習義習義上験義
第
六
章
　
　
第
五
高
等
中
学
校
医
学
部
一
期三三四
　　　　コしル　　　　
　　　ノ、　二二
三三四六三
　三三四三三三
山
ハ
三ノ、三三八五
五三〇三五
三四五三九
二
四
三
一
〇
　
　
一
〇
　
　
一
〇
一613一
第
十
七
節
　
　
第
五
高
等
中
学
校
と
医
学
部
躰薬薬裁　衛
　　品判　生
　局
　　鑑・化　化
操方定学　学
　　一μ鳳
　
　
　
合
外
　
国
　
語
同
　
　
　
　
　
上
同
　
　
　
　
　
上
同
　
　
　
　
　
上
同
　
　
　
　
　
上
実
　
　
　
　
　
習
日
本
薬
局
方
解
釈
井
二
外
国
薬
局
方
要
領
兵
式
躰
操
　
　
三
　
　
計
　
　
　
　
　
　
　
二
二
随
意
科
ト
シ
テ
英
語
若
ク
ハ
独
逸
語
ヲ
Q
本
課
程
ハ
仮
二
施
行
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
　
三
　
　
　
　
三
　
　
　
三
　
　
　
三
二
二
　
　
二
八
　
　
三
四
　
　
三
二
三
ケ
年
間
通
シ
テ
凡
ソ
三
時
間
ヲ
課
ス
三
　
三
三
二
三八九三
七
／、
六
　
　
　
六
八
　
　
一
〇
三
五
　
　
三
五
　
　
三
五
　
明
治
二
十
六
年
（
一
八
八
二
年
）
一
月
二
十
五
日
、
第
五
高
等
中
学
校
長
嘉
納
治
五
郎
が
文
部
省
参
事
官
に
転
任
し
た
の
で
、
第
四
高
等
中
学
校
長
中
川
元
が
後
任
校
長
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
　
三
月
六
日
、
北
白
川
宮
能
久
親
王
殿
下
が
医
学
部
に
親
臨
さ
れ
、
教
場
等
を
台
覧
さ
れ
た
。
北
白
川
宮
は
当
時
第
六
師
団
長
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
際
、
医
学
部
で
は
本
学
部
沿
革
並
び
に
一
覧
を
奉
呈
し
た
。
　
四
月
、
第
一
回
監
獄
医
協
議
会
が
東
京
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。
　
前
年
よ
り
大
々
的
に
喧
伝
し
て
い
た
ア
メ
リ
カ
の
シ
カ
ゴ
に
お
け
る
コ
ロ
ン
ブ
ス
世
界
博
覧
会
へ
、
本
学
部
よ
り
妊
娠
後
四
週
間
の
人
胎
一
、
肝
臓
ジ
ス
ト
マ
虫
卵
五
、
そ
の
他
を
出
品
し
、
同
会
よ
り
六
月
二
十
三
日
附
の
来
状
が
あ
っ
た
。
　
八
月
二
十
四
目
、
勅
令
第
八
十
七
号
を
以
て
、
第
五
高
等
中
学
校
職
員
は
校
長
一
人
、
教
授
二
十
五
人
、
助
教
授
十
五
人
、
書
記
十
人
と
定
め
ら
れ
た
。
　
十
月
三
十
一
日
、
地
方
庁
の
衛
生
事
務
は
警
察
部
の
所
管
と
な
り
、
長
崎
県
で
も
移
管
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
　
十
一
月
に
入
り
、
文
部
省
の
允
裁
を
経
て
第
五
高
等
中
学
校
職
一614一
員
の
服
制
を
定
め
た
。
　
同
月
三
十
目
、
医
学
科
並
に
薬
学
科
課
程
表
中
、
裁
判
医
学
を
法
医
学
と
改
め
、
叉
、
英
語
を
外
国
語
と
改
め
、
こ
れ
を
随
意
科
と
し
た
。
　
こ
う
し
て
第
五
高
等
中
学
校
医
学
部
は
次
第
に
整
備
を
進
め
て
行
っ
た
。
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第
六
章
　
第
五
高
等
中
学
校
医
学
部
